
問
新
た
に
整
備
す
る１※

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
内
容
は
。

答
市
長
／
若
者
と
り
わ
け
子
供
た
ち
が

ま
ち
な
か
で
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る

機
会
を
増
や
す
た
め
、
中
心
市
街
地
の
市

有
地
で
あ
る
杉
崎
町
管
理
地
を
活
用
し
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
が
楽
し
め
る
ボ
ー

ド
パ
ー
ク
や
三
人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
コ
ー
ト
等
、
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
が

体
験
で
き
る
施
設
を
整
備
す
る
。

問
令
和
五
年
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る
Ｓ

ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大
会
の
内
容
は
。

答
市
長
／
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大
会

は
、
水
産
物
を
使
っ
た
ご
当
地
グ
ル
メ
を

問
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
①
本
事
業
の
完
了
時
期
と
完
了
時
の

年
齢
別
人
口
の
状
況
は
。
②
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
へ
の
効
果
は
。

答
市
長
／
①
本
事
業
の
完
了
は
、
二
十

四
年
後
の
令
和
二
十
八
年
度
を
見
込
ん
で

お
り
、
事
業
完
了
時
の
年
齢
別
人
口
は
、

沼
津
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
の
将
来
の
展
望
で
は
、
令
和
三

十
二
年
に
お
い
て
、
総
人
口
が
十
五
万
四

千
八
十
九
人
、
年
少
人
口
が
二
万
二
千
三

百
二
十
二
人
、
生
産
年
齢
人
口
が
七
万
五

千
八
百
一
人
、
老
年
人
口
が
五
万
五
千
九

百
六
十
六
人
と
見
込
ん
で
い
る
。
②
本
事

問
新
た
に
設
置
す
る２※

お
く
や
み
コ
ー
ナ

ー
に
つ
い
て
、
そ
の
設
置
目
的
と
市
民
の

利
便
性
向
上
へ
の
取
組
は
。

答
市
長
／
大
切
な
家
族
を
亡
く
さ
れ
た

遺
族
に
寄
り
添
い
、
事
務
手
続
の
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
庁
内
各
種
手

続
を
一
か
所
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
を
六
月
か
ら
新
た
に

設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
運
用
に
当
た
っ

て
は
事
前
予
約
制
と
し
、
手
続
に
必
要
な

書
類
の
準
備
を
事
前
に
行
う
な
ど
、
効
率

的
な
運
営
を
目
指
し
、
市
民
の
利
便
性
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

問
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
令
和
五
年
度

問
令
和
四
年
十
二
月
十
六
日
に
国
が
閣

議
決
定
し
た
安
全
保
障
関
連
三
文
書
に
対

す
る
本
市
の
認
識
は
。

答
市
長
／
国
が
臨
時
閣
議
で
国
家
安
全

保
障
戦
略
な
ど
の
三
つ
の
文
書
を
決
定
し

た
こ
と
は
、
日
本
の
安
全
保
障
政
策
の
大

転
換
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
安
全
保
障
の

原
則
で
あ
る
専
守
防
衛
や
非
核
三
原
則
の

堅
持
な
ど
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
慎
重

な
検
討
の
下
で
決
定
し
た
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
現
時
点
に
お
い
て
は
、
本
市
及

び
市
民
生
活
に
与
え
る
影
響
を
含
め
、
今

後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問
鉄
道
高
架
事
業
の
施
行
期
間
延
長
と

競
う
国
内
有
数
の
食
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

令
和
四
年
度
に
愛
媛
県
八
幡
浜
市
で
開
催

さ
れ
た
大
会
に
は
、
約
三
万
五
千
人
が
訪

れ
た
。
令
和
五
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る
沼

津
大
会
も
、
首
都
圏
に
近
い
と
い
う
立
地

的
優
位
性
か
ら
、
多
く
の
来
訪
者
が
見
込

ま
れ
る
。
大
会
当
日
は
、
全
国
の
水
産
物

を
来
場
者
に
十
分
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
魚
市
場
や
飲
食
店
街
な
ど
、
沼

津
港
の
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し
、
本
市

自
慢
の
産
品
を
集
め
た
物
販
エ
リ
ア
や
ス

ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
等
を
設
け
る
ほ
か
、

海
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

業
に
よ
り
、
南
北
市
街
地
の
一
体
化
に
よ

る
回
遊
性
の
向
上
や
、
安
全
・
安
心
な
住

居
環
境
の
創
出
な
ど
、
様
々
な
効
果
が
発

現
さ
れ
、
子
育
て
環
境
を
含
め
た
居
住
者

の
利
便
性
が
向
上
し
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
へ
の
対
策
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
鉄
道
高
架
事
業
に
よ
り
、

狭
く
暗
い
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
道
路
の
歩
道
が
、

広
く
明
る
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
歩
道
に
整

備
さ
れ
る
ほ
か
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
土
地
が
整
序
さ
れ
、
新
た
な
街
区
で

は
都
市
機
能
が
集
約
さ
れ
る
な
ど
、
子
育

て
世
帯
や
高
齢
者
に
と
っ
て
住
み
や
す
い

環
境
が
整
備
さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

に
お
け
る
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽

減
の
取
組
は
。

答
教
育
長
／
学
校
給
食
法
の
規
定
に
よ

り
、
調
理
施
設
や
設
備
、
運
営
に
係
る
経

費
は
学
校
設
置
者
の
負
担
と
さ
れ
て
い
る

が
、
食
材
費
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
で
あ

る
保
護
者
の
負
担
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
長
引
く
経
済
の
低
迷
や
物
価

高
騰
を
踏
ま
え
、
令
和
五
年
度
は
、
食
材

費
の
上
昇
分
約
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
公
費
負

担
と
し
、
保
護
者
か
ら
徴
収
す
る
給
食
費

を
従
来
の
価
格
に
据
え
置
く
こ
と
で
、
子

育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、

学
校
給
食
の
質
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

事
業
費
増
加
に
伴
い
、３※

費
用
便
益
比
が
当

初
よ
り
減
少
し
た
こ
と
に
対
す
る
認
識
は
。

答
市
長
／
県
が
公
表
し
た
費
用
便
益
比

は
、
鉄
道
高
架
事
業
に
よ
り
発
現
す
る

様
々
な
効
果
の
う
ち
、
現
時
点
で
計
測
可

能
で
金
銭
に
換
算
で
き
る
効
果
の
み
を
便

益
と
し
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
事

業
は
、
交
通
環
境
の
改
善
や
南
北
市
街
地

の
一
体
化
、
鉄
道
跡
地
を
活
用
し
た
新
た

な
土
地
利
用
な
ど
、
様
々
な
効
果
が
期
待

さ
れ
、
本
市
の
み
な
ら
ず
県
東
部
地
域
の

将
来
に
わ
た
る
発
展
及
び
将
来
世
代
に
引

き
継
ぐ
都
市
基
盤
と
し
て
必
要
な
事
業
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

浅
田
　
美
重
子

江
本
　
浩
二

小
泉
　
宣
子

川
口
　
三
男

新たに整備する　　　　　　　　
ストリートスポーツ施設の内容は

沼津駅周辺総合整備事業の
完了時期は

おくやみコーナー設置による
市民の利便性向上への取組は

閣議決定された　　　　　　　　　
安全保障関連３文書に対する認識は

一 般 質 問市政について問う！

未

来

の

風

日
本
共
産
党
沼
津
市
議
団

自

民

沼

津

公

明

党
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